
分離施設 1.9 　ｔ/日 廃プラスチック類、紙くず

J社　管理型処分場に埋立

(2%)

2023年5月29日更新

集計期間：2022年4月1日～2023年3月31日

選別施設 320 m3/日 廃プラスチック類、紙くず、木くず、 繊維くず、 金属くず、ガラスくず等、がれき類、汚泥

切断施設 3.8 　ｔ/日 廃プラスチック類、紙くず

破砕施設 249.6　 ｔ/日 廃プラスチック類、紙くず、木くず、 金属くず、ガラスくず等、がれき類

圧縮梱包施設 370.9 　ｔ/日 廃プラスチック類、紙くず、木くず、 繊維くず、 金属くず、ガラスくず等

木くずの破砕施設 200　 ｔ/日 木くず

がれき類の破砕施設 800　 ｔ/日 がれき類、ガラスくず等

※　ガラスくず、陶磁機くず等を安定型処分場に、再生できない石膏ボード等を管理型処分場に処分委託

再生処理施設 処理能力 主な処理品目

廃プラスチック類の破砕施設 54.6 　ｔ/日 廃プラスチック類、紙くず、木くず、 繊維くず

ｔ

最終処分
最終処分率 9.7 ％7,309 ｔ

％75,140 ｔ 66,867 ｔ

リサイクル委託量
他社リサイクル率 1.3 ％965

t (100%)

全受入量 リサイクル量
自社リサイクル率 89.0

75,140 t (100%) 処理後保管量 9,201 t 75,140

 焼却（廃熱利用） T社焼却処理後、J社へ管理型処分場に埋立

1.029 ｔ (0%)

全受け入れ量 処理前保管量 3,393 t 全持出量

リサイクル率 100.0%
選別 O社選別後、N社で再生

0.069 ｔ (0%)

J社　セメント原料として再生

1.44 t (0%) 1.44 ｔ 0.341 ｔ (0%)

 埋立（管理型）

1,307 ｔ

汚泥 選別 破砕

リサイクル率 97.4%
 破砕  売却（再生骨材） 山形再生骨材協同組合　再生骨材として利用

50,682 ｔ 49,376 ｔ (66%)

36 ｔ (0%)

がれき類  選別

50,682 t (67%) 0 ｔ

 埋立（管理型）※ J社　管理型処分場に埋立

2,346 ｔ (3%)

 焼却（廃熱利用） T社焼却処理後、J社へ管理型処分場に埋立

373 ｔ (0%)

 埋立（安定型）※ M社　安定型処分場に埋立

1,271 ｔ (2%)

4,363 ｔ 337 ｔ (0%)

 再生処理委託 S社　セメント原料/土壌改良材として再生

ｔ (0%)

リサイクル率 17.1%
 破砕 （再生骨材と混合）  売却（再生骨材） 山形再生骨材協同組合　再生骨材として利用

4,363 t (6%) 0 ｔ 0

焼却（廃熱利用） T社焼却処理後、J社へ管理型処分場に埋立

1.200 ｔ (0%)

ガラスくず等  選別 破砕（再生） 山形再生骨材協同組合　再生骨材として利用

0.466 ｔ (0%)

選別 J社　金属原料として再生

0.047 ｔ (0%)

2,007 ｔ 2,005 ｔ (3%)

破砕 S社　金属原料として販売

ｔ (0%)

リサイクル率 100.0%
 破砕  売却 S社　金属原料として販売

金属くず  選別  再生処理委託 金属原料として利用　　（主に製鉄会社）

2,007 t (3%) 0 ｔ 0.169

破砕  焼却（廃熱利用） T社焼却処理後、J社へ管理型処分場に埋立

0 t 0.000 ｔ (0%)

 減容固化  売却（RPF） （製紙会社）固形燃料として利用

12 t 12 t (0%)

12 t (0%) 0 t

リサイクル率 100.0%

埋立（管理型） K社　管理型処分場に埋立

1 ｔ (0%)

繊維くず 選別

 減容固化  売却（RPF) （製紙会社）固形燃料として利用

0 ｔ 0 ｔ (0%)

リサイクル率 100.0%
 破砕  売却（チップ） （酪農業、発電会社等）原料・燃料として再生

7,555 ｔ 7,555 ｔ (10%)

木くず  選別

7,555 t (10%) 0 ｔ

(1%)

埋立（管理型） K社　管理型処分場に埋立

0 ｔ (0%)

728 ｔ 727 ｔ 727 ｔ

 焼却（廃熱利用）

1 ｔ

T社焼却処理後、J社へ管理型処分場に埋立

(0%)

リサイクル率 99.9%
 破砕  減容固化  売却（RPF) （製紙会社）固形燃料として利用

紙くず  選別

728 t (1%) 0 ｔ

 分離  焼却（廃熱利用） T社焼却処理後、J社へ管理型処分場に埋立

552 ｔ 552 ｔ (1%)

82 ｔ (0%)

 焼却（廃熱利用） T社焼却処理後、J社へ管理型処分場に埋立

0 ｔ (0%)

 埋立（安定型） M社　安定型処分場に埋立

2,303 ｔ (3%)

 埋立（管理型） J社　管理型処分場に埋立

(9%)

 売却 （商社）プラスチック原料として販売

0 ｔ (0%)

9,240 ｔ 6,855 ｔ 6,855 ｔ

リサイクル率 75.6%
 破砕  減容固化  売却（RPF） （製紙会社）固形燃料として利用

廃プラスチック類  選別

9,792 ｔ (13%) 0 ｔ

最終処分までの一連の処理工程　（2022年度）

本　社

受　入　品　目
自　社　処　分 処　分　委　託 再　生　品　の　用　途　ま　た　は　処　理　委　託　先

受　入　数　量



最終処分までの一連の処理工程（2022年度）

廃プラスチック類 破砕 圧縮梱包 焼却（熱利用施設）

6,545.06ｔ ｔ ｔ 6,074.39 ｔ
リサイクル率 93.1%

405.68 ｔ

0.00 ｔ

15.59 ｔ

C社　安定型処分場に埋立

46.09 ｔ

プラスチック原料

3.31 ｔ

（売却：プラスチック回収業者）

【0.0%】

紙くず 破砕 圧縮梱包 焼却（熱利用施設）

730.07ｔ ｔ ｔ 679.31 ｔ
リサイクル率 93.0%

焼却（単純焼却）

50.76 ｔ

0.00 ｔ

製紙原料

0.00 ｔ

（売却：古紙回収業者）

【0.0%】

木くず 破砕 焼却（熱利用施設）

748.50ｔ ｔ 679.31 ｔ
リサイクル率 93.2%

50.76 ｔ

破砕

18.43 ｔ

0.00 ｔ

ガラスくず等 破砕 圧縮梱包 焼却（熱利用施設）

12.40ｔ ｔ ｔ 0.00 ｔ
リサイクル率 0.0%

破砕

0.00 ｔ

埋立処分

12.40 ｔ

金属くず 破砕 製鉄原料

13.91ｔ ｔ 13.91 ｔ
リサイクル率 100.0% （売却：スクラップ業者）

【0.2%】

繊維くず 破砕 圧縮梱包 焼却（単純焼却） T社焼却処理後、J社へ管理型処分場に埋立

67.35ｔ ｔ ｔ 67.35 ｔ
リサイクル率 0.0%

計 ｔ ｔ ｔ ｔ 8,100.07 ｔ

【0.2%】 【99.8%】

処理能力 リサイクル率
単位：ｔ/Ｄ

紙くず 全受入量 サーマルリサイクル
破砕 67.2 ｔ ｔ
圧縮梱包 84.0 サーマル利用率
※稼働時間：24ｈ/Ｄ

マテリアルリサイクル
ｔ

マテリアル利用率

焼却
ｔ

破砕
ｔ

切断
ｔ

埋立
ｔ

関東支店

受入品目及び数量
自社処分

処分委託
中間処理 再生品とその用途

【80.6%】 6,545.06 6,541.75 【74.8%】

焼却（単純焼却）

【5.0%】

【8.4%】

N社　プラスチック原料として販売

破砕

【0.0%】

固形燃料化（固形燃料製造） B社　固形燃料に再生

【0.2%】

A社破砕後、J社へ管理型処分場に埋立

【9.2%】 748.50 【8.4%】

T社焼却処理後、J社へ管理型処分場に埋立

D社　古紙回収業者に販売

埋立処分

【0.6%】

【9.0%】 730.07 730.07

B社　固形燃料に再生

【0.6%】

固形燃料化（固形燃料製造） B社　固形燃料に再生

【0.0%】

【0.0%】

【0.2%】 12.40 12.40 【0.0%】

焼却（単純焼却）

【0.6%】

A社破砕後、J社へ管理型処分場に埋立　

【0.2%】

固形燃料化（固形燃料製造）

N社破砕後、石膏ボード原料として再生

【0.0%】

C社　安定型処分場に埋立

【0.2%】

【0.2%】 13.91

【0.8%】 67.35 67.35 【0.8%】

8,117.29 8,117.29 7,351.57 17.22

86.4 40.8 8,117.29

【100.0%】

廃プラスチック類 木くず ガラスくず等 金属くず 繊維くず
7,448.60

72.0 84.0 86.4 91.8%
67.2 84.0 93.6

17.22
0.2%

574.55

18.43

0.00

58.49

7.1%

0.7%

0.0%

0.2%

2023年5月29日更新
集計期間：2022年4月1日～2023年3月31日

T社焼却処理後、Ｊ社管理型処分場に埋立

U社焼却処理後、J社管理型処分場に埋立

U社焼却処理後、J社へ管理型処分場に埋立

T社焼却処理後、J社へ管理型処分場に埋立

T社焼却処理後、J社へ管理型処分場に埋立

U社焼却処理後、J社へ管理型処分場に埋立


